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ありたい未来像についてご意⾒をお聞かせください

2

急激に⼈⼝が減少する中、県では県⺠の
希望をかなえる社会づくりに向けた取組
をさらに進めるための「少子化・⼈⼝減
少対策戦略⽅針」を策定をします。
皆様の考える「ありたい未来像」と
「今の課題」などについてご意⾒を
お聞かせください。

資料ー３
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2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

木曽郡の年代別人口割合及び人口推計

年少人口（0歳〜14歳） 生産年齢人口（15歳〜64歳） 高齢者人口（65歳〜） 総人口

2050年 ⼈⼝は2020年の約半分、高齢者が半分強

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）』（令和５（2023）年12月22日公表）
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2050年私たちの町村はどうなってる︖
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2050年2020年

上松町 4,131⼈ 1,990⼈ (48.2%)
南木曽町 3,915⼈ 1,998⼈ (51.0%)
木曽町 10,584⼈ 5,377⼈ (50.8%)
木祖村 2,692⼈ 1,558⼈ (57.9%)
王滝村 715⼈ 292⼈ (47.2%)
大桑村 3,439⼈ 1,747⼈ (50.8%)

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）』（令和５（2023）年12月22日公表）
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基幹的農業従事者 単位：人
2010 2020 2035

上松町 130 98 32
南木曽町 176 115 32
木曽町 440 252 73
木祖村 80 63 28
王滝村 18 14 7
大桑村 156 93 20

出典元：農林業センサス推計
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出典元︓⻑野県農業会議

2035年12年後の私達の地域は？ 基幹的農業従事者の推移予測

上松町

王滝村 大桑村

南木曽町 木曽町

木祖村
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⻑野県だけの話︖
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急激な⼈⼝減少は全国的な問題
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2020年の人口を100とした木曽郡の年代別人口指数

⽣産年齢人⼝−⾼齢者人⼝ 年少人⼝（0歳〜14歳） ⽣産年齢人⼝（15歳〜64歳）
⾼齢者人⼝（65歳〜） 後期⾼齢者人⼝（75歳〜）

地域を担う世代(15歳〜64歳)は約4割に減少

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）』（令和５（2023）年12月22日公表）
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⼈⼝が減ると何が起こる︖②
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例えば 木曽町上田小2012年閉校 王滝中学校2020年木曽町中へ編⼊

2020年 2040年

 農林⽔産業、鉱業・建設業、卸売・⼩売業は就業者数が減少する傾向
 製造業、運輸業、飲食・宿泊業は現状維持の⾒通し
 医療・福祉は高齢化に伴い需要が増えるため就業者数は増加の予測

出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構「2023年版労働力需要の推計」
※公表は2040年までの数値
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就業者数の変化 2020年→2040年
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国内の⼈⼝等に関する短期・中期・⻑期⾒通し
2022 2030 20402025

2023年～
生産年齢人口の減少が加速
（年間▲50～70万人）

2030年
・総人口 1億2000万人を切る
（年間▲73万人）
・生産年齢人口6,900万人を切る
（年間▲75万人）

2040年
・総人口 1億1092万人
（年間▲88万人）

・生産年齢人口6,000万人を切る
（年間▲97万人）

2025年
団塊の世代全員が後期高齢者へ
(後期高齢者総数2180万人)

2025年
認知症675万人

2030年
認知症744万人
(2025万人より69万人増)

2040年
認知症802万人
(2030年より58万人増)

2042年
高齢者総数3935万人となり、
ピークを迎える

2030年
高齢者数が安定し始める
多くの地域で高齢者数は減少
首都圏では高齢者は増加し続ける

2026年～

後期高齢者
の増加率が
低下

2025年
介護職員必要数243万人
(年間＋5.3万人)

2040年
介護職員必要数280万人
(2025年より37万人増)

2025年
単身高齢者世帯 751万世帯

2022年

総人口
１億2544万人

生産年齢人口
7494万人

高齢者人口
3622万人

2030年
単身高齢者世帯 796万世帯
(2025年より45万世帯増)

2040年
単身高齢者世帯 896万世帯
(2030年より100万世帯増、高齢
者世帯の４割)

2035年～

就職氷河期世代が高齢者になり始
める

出典：次期総合５か年計画策定特別記念「人口減少と全世代型社会保障を考える講演会」（令和４年６月30日開催）資料を参考に作成

2050

皆さんのご意⾒をお聞かせください
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皆さんの夢を実現し、しあわせに暮らすために必
要なこと・⾃分たちができることは何だろう︖

子どもたちが暮らす地域はどんな地域であってほしい？
今の地域の課題は？
ありたい地域にするために私たちができることは？
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